
－

寺

一

７

才

一

昔

縄
淵
？

１

一

一
尺
窕
同
異
口

士
準
一
エ
モ
ヱ

沈
雪
和
ツ
ヱ

対
賄
嘩
月

右
具
降
千
二
千

〃
『
ｌ
可
面
ｊ
一
一
垂

壺
奉
媚
叡
執

蓋
含
一

巻
二
量
雇
毛

さ
‐
ユ
蚕
豆
り

一
二
十
言
イ
》
録
Ｊ

苦

斗

干

，

誼

．

足
（
銑
筈
竿
小

》
小
秀
歸
孟
し

え
緋
エ
昔
一
合
管

一
心
栃
心
之
一
宮
心
凰
州
不

》
渉
誇
痙
蟠
雪
一
‐
・

ゞ

『

－

喧

声

石

え

郵

号

〒

暴

呈

え
脚
畿
珂
伐
毛

勤

生

同

悪

卑

獺
断
辞
毒
皇
拶
〃
た
逐
訂
心
吟
売
訪
零
卯
澤
毎
ザ
焔
律
令
１
て
菱
髄
惣
今
秋
〃
含
輝
誹
鞭
謹
楚
垂

推
言
堀
領
狸
稲

…

芋

帝

門

れ

浦

仰

ぎ

侭

二

月

歩
廊
鱈
啄
亜
斤

寺
Ｉ
於
尽
浄
叩

蕊
黙
畠
酎
〃
〃
ｆ
溌
妙
あ
曇
珍
や
冬
共
粉
陥
噌
陛
修
徽
ｌ
ゞ

…

荷
掲
染
た
月

え
唇
舎
夫
同

Ｃ
で
顧
都
阿
込
雄

恒

室

典

芦

険

匂

〃
鱒
撫
苦
て
好
～
ぬ
Ｉ
髪
脚
仏
＃
１
胤
捌
杉
＃
老
庵
小
舟
念
？
ｌ
《

退

亦

。

．

。

《

一

・

浪
亘
鳶
令
子
詐
霧
蓉
鴬
ｌ
と
乞
て
耐
一
ｔ
圭
鉾
笹
勝
今

１

謬

噌

了

偽

斗

良

瑠

”

『

今

！

《

峰

留

必

蝿

脾

學

を

確

岬

珍

句

、

↑

》

錘

司

呼

《

陸

暉

催

吟

剛

池

妙

乃

罹

ノ

~

岸

鎮
駕
驚
潔
葦
書
暮
蟇
皇
》

緤
騨
覗
左
即
い
て
膨
次
〃
屏
浬
仏
佃
斗
侭
溌
弧
腺
腺
佳
拶
紗
脚
う
ぃ
瓜
一

蕊
葬
朏
僑
瞥
帆
緋
巌
仲
〃
似
恥
屈
易
年
麿
・
琴
警
篝
夢
“

…

蔀

、
率
淋
越
毒
婦
／
々
／
‐

溺

蝿

灰

舟

十

ｑ
二

吐
疹
琴
免
を
嗽
冷
刷
修
泥
糘
Ｊ
光
撹
燗
１
了
鄭
名
Ｊ
猫

ｈ
ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｐ

０
■
’
十
１
０
申
Ｌ
Ⅱ

ｌ

卜

１

恥

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｊ

’

1

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｊ
Ｒ
ｈ
丹
吋
Ｉ 熱

一

七

~
ｉ
‐
！
ｉ
１
．
１
１
‐
１
１
診
爾
ｔ
キ
ー
ｌ
‐
１
Ｍ
ｒ
‐
１
１
ｉ
‐
‐
‐
Ｉ
棚
－
１
川
ｉ
１
１
１
忽
ｉ
鋤
Ｉ
１
ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｉ
ｉ
１
Ｉ
‐
ｆ
Ｉ
・
‐
１
１
１
冊
パ

及

ひ

け

る

故

、

松

柏

沓

駒

て

迩

筋

隠

堀

理

、

~

土

砂

を

稀

へ
需
第
が
‐

~
~
~
~

道
を
作
り
け
る
ゅ
へ
、
次
第
に
巡
路
も
堅
く
成
り
て
、
今
ハ
本
町
筋
に

馨
亭
な
し
・
籾
勘
右
衛
門
ハ
、
中
年
よ
り
鍛
疾
起
り
、
種
々
蕊
舛

を
用
ひ
ら
救
け
菰
と
も
、
顛
治
の
病
に
て
鞘
験
も
鞍
か
り
け
枚
は
、

祈
願
の
た
め
粋
像
・
仏
像
を
自
９
彫
き
さ
み
て
、
所
々
に
妾
亜

せ
ら
救
け
る
。
宝
永
元
年
《
『
七
：
〕
極
辮
寺
堂
に
地
茂
之
大
像
を
自
作

し
て
安
涯
せ
ら
教
し
。
其
地
歳
主
背
碧
魂
当
二
世
為
析
顧
と
自
筆

ｆ

ｌ

之
ふ
て
付
有
り
．
又
、
宝
永
四
年
（
｛
七
・
七
》
神
像
三
鉢
彫
刻
し
て
、
小
一
頓
挫

に
鏑
ら
る
．
比
神
体
に
ハ
、
古
閑
塊
也
と
有
。
戎
〈
一
宇
一
石
之
法
花
室

経
を
客
写
し
て
、
里
福
寺
内
に
経
像
を
建
・
或
ハ
稲
生
原
村

御
織
平
絶
頂
に
雇
像
之
観
骨
を
安
亜
Ｌ
、
其
外
、
塊
也
之
手
澤
蜜
逮
土
：
．

（
上
糊
に
）
義
夫
堂
黒
真
轟
な
蓋
．
旦
暮
重
」
異
且
主
向
青
審
辛
墨
・
裳
童
寛
も
農
聖
賢

御
糖
壺
上
り
特
圭
セ
、
老
率
吾
《
令
叱
、
域
壺
一
韓
錘
権
・
《
巽
一
錐
二
一
十
画
、
小
生
一
睡
ユ
十
両
『
琴
塗
壷
子
令
升
垂
令
寺
〈
月
鋪
唯
出
《

、
｜
錘
ユ
＋
口
争
エ
蛙
》
一
幸
。
幸
画
一
エ
リ
十
へ
牟
争
十
一
一
用
十
七
牟
舎
《
ユ
ユ
幸
、
十
畢
牟
．
古
垂
牟
畢
凋
二
画
《
《
華
幸

三

十

’

四

神
仏
・
冬
像
多
し
。
右
主
如
く
病
中
に
鞍
ら
牧
け
枚
は
、
役
俄
番
忰

勘
太
郎
に
蛾
り
て
其
身
ハ
剃
埋
し
て
、
古
閑
塊
也
と
改
め
・

宝
永
二
一
年
之
比
、
北
中
嶋
村
室
内
、
水
田
尾
と
云
所
に
引
移
ら
友

け
る
。
此
庭
に
多
ク
の
田
地
の
開
地
番
所
持
せ
ら
救
け
る
ゆ
へ
也
・

右
勘
右
衛
門
在
勤
、
元
様
・
初
叱
よ
句
宝
永
二
一
年
迄
、
僅
畢
十
年
軽
也
。

享
保
十
一
年
《
｝
七
二
六
》
二
月
捗
》
一
日
、
六
十
余
魚
學
毎
卒
漢
水
国
尾
高
塚
‐

云
所
曇
葬
”
．
随
唾
院
塊
也
‐
号
風

矢
部
勘
右
衛
門
重
攻
塊
也
素
《
菖
珸
リ
対
共
雄
判
弥
作
共
韓
由
駕
黄

一

男

矢

部

勘

右

衛

門

箪

窒

岬

二

☆

富

古

閑

勤

左

衛

門

嬰

睡

篭

室

一

共

判

弥

角

罫

四

☆

浦

上

展

太

郎

共

後
姿
ハ
有
吉
大
泌
殿
召
任
之
去
中
賜
、
勘
右
衛
門
女
也

（
上
欄
に
）
寛
電
画
尭
臭
垂
老
翁
．
墨
刈
詫
疹
蛯
里
や
尋
合
、
童
．
寛
華
景
華
了
．
豊
島
埋
鷲
法

四
尺
零
。
画
幸
起
回
式
圭
一
圭
七
ぺ
零
白
西
哲
刈
詫
少
し
ロ
同
年
や
周
サ
ヘ
ロ
、
率
異
口
幸
鐘
捧
十
ユ
牟
〆
幸
チ
リ
。
辻
『
一
国
煙

銅
、
姪
や
法

三

十

三

平
井
宗
体
と
云
て
何
牧
も
士
席
浪
人
曇
な
り
。
香
之
方
ハ
何
枚
か
良
医
、

何
れ
か
席
（
：
）
番
な
り
し
や
し
ら
す
。
其
後
元
禄
十
一
二
年
之
比
、
漕
吋
も
昔
よ
り

竃
数
も
増
し
町
家
も
次
第
に
叢
へ
あ
叙
ハ
、
濱
村
之
内
坐
新
可
を
連

ぺ
し
と
て
相
願
牧
け
ｆ
は
、
同
十
四
年
涜
町
姶
図
召
上
ら
枚
、
、
及

才

角

’

・

へ

御
讃
波
、
御
免
杵
あ
り
け
菰
ハ
、
同
十
五
年
始
令
家
を
建
双
弓

人
々
引
移
け
る
よ
り
新
可
始
り
け
る
。
此
時
手
代
彦
助
、
丁
頭
茂
右
術
門

ハ
下
市
村
に
居
住
し
て
有
け
る
か
、
頑
呈
・
初
に
新
訂
に
屋
敷
を

車
、
家
を
窪
、
引
移
り
け
る
・
其
外
古
可
よ
り
も
参
り
、
在
方
よ
ワ
も

新
訂
に
居
住
を
願
ひ
、
此
所
彼
所
（
ソ
。
。
：
）
よ
り
引
出
、
家
を
作
り
市
店
番

構
へ
け
る
ゅ
へ
、
新
可
と
ハ
な
叙
り
．
さ
れ
ハ
新
可
之
地
ハ
元
来
白
地

な
り
け
菰
ハ
、
可
筋
道
あ
し
く
五
月
雨
の
比
な
と
ハ
、
往
来
簸
倣
一

（
上
糊
に
）
器
．
專
孟
父
よ
蕗
妾
鼠
、
袋
圭
享
青
管
、
算
墨
還
笈
『
掌
甚
全
農
・
藍
爵
さ

埜
率
．
域
『
エ
毒
令
〈
、
挙
等
勾
垂
函
門
垂
、
《
律
十
一
一
牟
左
月
琴
国
、
域
封
星
垂
曇
竺
轟
也
、
毒
子
持
錘
へ
垂
一
．
狸
・
錘
錘
唾
内
、
向

家
を
建
、
謙
星
幸
噸
を
涜
可
侭
招
請
し
て
、
新
宅
に
移
し
、
鴬

道
具
何
用
、
宮
察
中
よ
り
進
Ｌ
各
あ
い
子
、
一
通
り
仕
道
具
事

欠
ぬ
や
う
に
世
話
い
た
し
。
扶
持
・
万
凪
申
域
し
て
、
月
々
に
入
れ
け
叙

は
事
足
ら
ぬ
事
も
な
く
、
次
第
に
療
治
方
も
発
向
し
け
り
．
然
慮
、

元
禄
七
年
《
｝
六
九
・
》
之
比
、
矢
部
勘
右
衛
門
せ
蒔
い
た
し
て
、
赤
星
幸
噸
を
御
郡
昏

考
に
願
ひ
立
ら
れ
、
七
人
扶
持
①
拝
頓
さ
せ
ら
救
け
る
．
幸
噸
夫
よ
り
、

弦
名
し
て
、
赤
星
元
周
武
久
と
そ
云
け
る
．
廷
偽
に
矢
部
勘
右
衛
門

厚
牟
せ
話
に
て
漸
願
ひ
立
ら
れ
け
る
と
か
や
。
其
子
孫
相
焼
て
代
々

御
郡
署
老
と
成
叔
り
．
其
比
矢
部
に
て
医
者
と
照
尤
し
人
々
ハ
、

ｉ

寺
川
ロ
村
二
古
閑
浄
庵
、
高
釜
宵
於
寿
雷
堂
堂
今
之
世
迄
も
浄
庵
殿
の
虫
蕊

苦
て
た
き
ら
ぬ
と
云
伝
ふ
。
上
司
尾
村
今
松
井
古
島
、
下
市
封
に

（
上
制
に
）
垂
今
．
義
軍
赤
量
周
、
等
篭
留
、
早
軍
分
裳
唾
里
筥
、
七
食
慧
奴
垂
算
、
早
一
凋
丈
回
篭
等

錘
、
埜
鈍
垂
酉
垂
毎
毎
李
老
子
し
侭
、
エ
唯
毒
ユ
キ
毒
琢
墨
ユ
垂
蓉
門
、
全
面
へ
右
函
門
、

つ
ぎ
園
孝
心
、
巻
函
垂
垂
壺
門
阜
、
幸
苛
↑
垂
、
一
室
函
肉
ト
雪
、
錘
、
や
加
ロ
ー
垂
エ
、

し
色
蛭
一
幸
錘
十
七
年
四
年
コ
リ
ユ
キ
牟
燕
〆
凶
年
ナ
リ
ｅ
嘩
老
へ
生
幽
隼
《
手
鈎
塾
・
韓
壷
ナ
〉
号

《
倖
十
《
年
韓
四
華
誕
唾
上
へ
凋
よ
句
葬
牛
．
奉
挙
酉
牟
耗
垂
ク
ヅ
ル
エ
。

く
《

一
一
一
〈
垂
埜
や
《
律
十
二
牟
雪
凋
廿
九
画
、
辛
川
卒
酉
堀
垂
碑
墨
竺
、
室
哲
寺
辱
季
毒
《
、
垂
麺
二
曇
早
室
一
句
逢
壁
、
《
母
宅
舞
圭
侭
、
如

令
十
四
年
塾
、

毒
共
学
老
〈
画
起
晶
へ
ク
リ
、
十
画
や
聞
罠

外
~
一
犠
毎
》
缶
声
や
確
八
玲
繧
八
一
ル
守
令
剛
や
織
澤
侭
挫
。
』

‐

↑

！

■
ｑ
■
■
■
ｂ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
画
■
■
Ⅱ
Ⅱ
。
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１
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｜
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討

卿

ｆ
ｌ
Ｉ
ｒ
ｂ
も
日
日
４
Ｊ
二
４
ｈ
ｋ
．
Ｊ
４
Ｊ
~
ｊ
僻
４
‐
ｌ
唯
１
二
Ｆ
７
劃
ｒ
１
１
Ｊ
ｑ
１
１
１
１
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｑ
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』
‘
弓
Ⅱ

五

「

■

（

寧

僻

丁

￥

十

一

二

）

↑

し

一

塁

剣

罫

淵

毒

両

さ

制

白

雲

一

：

、

『

◆

‐

…

型

〃

し
曇
〆
〉
琴
〉
幸
〆
顎
哩
甲
曇
呼
色
蓉
圭
蓉
今
。
幸
〆
嘩
蠅
陣
甲
。
、
畢
一
弊
、
群
一
年
鐸
』
零
へ
錘
全
毒
早
や
》
壬
琿
垂
雰
・
隼
〆
》
毎
零

・

嘩

噌

茜

嘩

》

章

騨

幸

平

率

〆

酔

》

。

ｍ

壬

斗

群

舞

垂

幸

辛

営

牽

十

室

ユ

○

．

瞳

姦

騨

等

嬰

〆

顎

蕊

↑

し

ぎ

墓

堪

、

竿

頁

・

蟇

零

蔀

（

剴

僻

丁

）

裳
創
望
一
左
一
号
球
仔
亭
￥
、
漁
事
田
聯
竿
晦
蝉
￥
。
，
４
ｈ
コ
郡
司
岬
罪
一

革
軍
專
雫
ゞ
諄
一
馨
琴
嘉
了
群
』
。
可
〉
寧
可
吻
卑
諦
一
導
蝿
印
甲
罪
司
嘩
斗
〉
鶚
〉
誹
評

‐

削

土

車

可

単

諦

号

輔

騨

累

騨

包

零

。

１

坪

９

暑

罫

騨

号

傘

の

叩

鷺

、

主

ゴ

ー

了

１

４

平

罫

劉

、

守

嘩

峰

箪

醇

１

．

〕

甥

苦

￥

翠

輔

・

呼

野

ヱ

｜

才

可

革

帯

ヱ

｝

才

難

境

十

璽

畢

・

射

晋

浮

翠

憩

評

吻

蔵

上

・

吻

嘩

野

電

、
Ｙ
１
｛
‐
慰
蝿
印
甲
輔
畢
輔
。
猛
講
、
轆
琴
群
郵
一
、
蟻
章
圏
聯
竿
嘩
蝿
￥
一

．

可

筆

①

や

曾

専

《

４

〉

４

ｓ

炎

》

垂

。

酎

孝

①

専

阜

卑

呼

鴬

。

４

坪

愚

篭

郡

副

寸

達

輔

、

群

曾

掛

可

辨

畔

予

謹

藍

．

索

鵡

、

顎

蜂

識

鷲

．

●

専

騨

〉

騨

顎

芦

．

準

宰

奪

闘

牛

・

噂

曇

鞠

畔

蝿

蕪

管

守

〉

瓢

坪

田

甥

軍

箸

臘

争

。

罪

薯

１

坪

＃

蜂

潔

鷲

・

罪

１

群

畢

毒

ふ

か

、

争

う

単

上

可

噂

甲

。

中

毒

讃

口

穣

、

￥

秒

雷

雲

十

言

〉

呼

掛

古

斗

。

毒

郭

輯

サ

、

４

蝉

千

一

《

士

早

、

曹

訂

件

半

等

〉

番

輯

サ

。
４
軒
皐
古
予
語
、
葺
烹
灌
騨
吻
寺
翠
幸
古
詐
~
、
罰
可
窃
予
翠
、
輯
号
去
掛

、
剰
呼
掛
輩
斗
割
古
中
田
蝿
軍
曇
．
噂
孝
子
留
学
甲
４
羊
謹
考
嵜
千
、
ヱ
｜
才

等

差

．

幹

逓

中

曽

掛

単

宰

翠

琴

蝉

ヱ

｝

‐

謹

縁

謝

宰

．

圭

尋

＊

、

〉

巷

田

蝿

軍

骨

壁

一

弓

田

螺

寧

骨

蝿

潔

鷲

．

印

可

蒋

畢

翠

斗

、

才

士

響

畢

￥

一

二

陸

圭

一

寺
．
茜
睾
書
箪
〉
幸
勢
鰯
蹄
争
、
〉
呼
撒
し
嘩
蝉
士
阜
田
螺
宰
軍
・
守
署
田
螺
竿
軍
蝿
寵

鷲

。

曾

掛

呼

弓

窺

畢

事

、

、

薗

壼

華

奉

窺

Ｙ

騨

口

鐺

、

斗

殼

訓

葦

子

、

号

柴

１

｝

才

群

宰

、

１

坪

璽

歩

。

零

弾

号

口

才

件

平

等

＊

圭

閨

鞄

、
苓
翻
幸
曹
軍
群
輔
、
〉
畔
“
し
埠
嘩
士
尊
〉
鞠
畢
奉
、
簿
畔
剖
稚
群
７
１
回

阜
謝
鑑
、
蝉
曾
捌
叫
時
郡
山
曹
糊
壼
件
官
星
＊
句
顎
争
斗
離
農
室
、
嘩
競
糊
芋

零

士

嘩

牢

群

辛

勇

子

￥

勢

溌

藍

室

《
し
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》
曇
辛
》
〉
幸
》
司
手
幸
寺
十
一
〉
、
亘
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一
一
唾
蚕
、
や
●
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羊
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控
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煮
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別
室
仙
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〃
肌
ｆ
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旭
使
塚
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刈
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謝
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〃
ｉ
や
冴
方
必
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絢
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″
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恥
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″
捗
兆
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煮
咲
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萄
り
珍
妙
守
励
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ｖ
を
？
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Ｖ
＃
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胸
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＆

池

郁
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卑

農
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や
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易

ｔ

潔
Ｉ
之
擬
罪
押
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誰
イ
学
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０

０
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０
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０
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８
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１
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０

０

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ
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９

０

Ｊ

Ｂ

Ｊ

１

〃

Ｉ

９

０

ｑ

ｇ

Ｉ

Ｉ

ｌ

０

Ｉ

６

Ｈ

３

Ⅱ

ｒ

４

Ｉ

０

ｌ

Ｉ

ｌ

ｉ

１

Ｊ

Ｉ

１

Ｕ

Ｂ

Ｉ

１

０

Ⅱ

９

９

＆

Ｆ

０

ｑ

０

０

６

０

Ｄ

０

０

９

弓

ー
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＞

X
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~
~
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気
み、．
oも｡。
､■一

籠
岩
被
仲
付
、
段
々
御
吟
凍
之
上
、
後
ハ
女
も
出
篭
い
た
し
け
る
。
夫
よ
り

直
に
勘
右
衛
門
離
練
に
及
へ
り
。
茂
平
ハ
中
吋
に
住
し
て
織
屋
な
り
し
か
、

あ
ま
り
す
く
れ
た
る
者
故
、
勘
右
衛
門
呼
出
、
手
に
付
ら
次
し
と
也
。
知
慮
人
二
超

過
ス
ル
者
ハ
必
一
失
あ
り
と
ハ
、
茂
平
か
如
を
い
ふ
な
ら
ん
．
か
、
る
ょ
し
な
き
、
~

む
か
し
語
ハ
、
が
、
す
と
も
有
な
ん
と
人
ハ
い
ふ
め
牧
と
、
是
も
ふ
り
に
し
昔
の

世
語
に
て
、
其
比
の
さ
ま
を
も
し
る
さ
ま
ほ
し
く
て
書
付
侍
り
ぬ
・

矢

部

勘

右

衛

門

重

行

右
、
勘
右
衛
門
重
行
ォ
、
勘
右
衛
門
塊
也
嫡
子
也
．
父
病
身
二
成
け
る
故
若
年
に
て

三

十

八

家
督
あ
り
て
、
御
惣
庄
屋
と
な
れ
り
。
宝
永
二
一
年
、
父
塊
也
水
国
尾
二
隠
居
ス
・

垂
徳
四
年
（
｜
↑
）
｜
画
）
矢
部
二
｜
分
〃
。
其
一
方
ワ
中
嶋
手
永
↓
｜
云
う
。
菅
尾
手
永
御

惣
・
圧
屋
、
市
兵
衛
弟
丹
右
衛
門
＃
云
考
．
中
塙
御
惣
・
圧
屋
抜
仲
付
。
同
年

二
一
月
廿
九
日
、
矢
部
勘
右
衛
門
召
捕
ル
・
同
年
四
月
ょ
ク
中
塘
丹
右
衛
門
、
矢
部
手
永

預
〃
・
同
五
年
春
、
勘
右
衛
門
刑
罰
せ
ら
る
。
同
年
九
月
御
山
奉
行
、
問
部

忠
助
二
男
次
兵
衛
、
矢
部
御
惣
庄
屋
役
被
仲
付
・

矢
部
勘
右
衛
門
重
行
、
在
勤
僅
九
年
程
也
。
古
閑
氏
二
一
代
御
惣
庄
屋
・

役
在
勤
、
都
合
三
十
二
一
年
。
此
代
二
至
て
滅
亡
せ
り
・

一
此
勘
右
衛
門
代
の
事
ハ
、
余
り
遠
か
ら
ぬ
事
に
て
、
所
柄
の
老
人
ハ
其
事
跡
を
能

覚
ゐ
て
語
り
し
を
幾
度
も
聞
侍
し
、
勘
右
衛
門
ハ
横
は
た
か
り
の
ぶ
て
り
と
肥
た
る

中
男
に
て
あ
り
し
が
、
利
ロ
発
明
な
る
生
れ
に
て
、
物
事
零
用
に
し
て
諾

９

‘

手
、
二
者
共
、
茂
平
ハ
其
処
よ
り
追
放
し
、
女
計
を
連
て
帰
り
け
る
。
此
事

役
人
の
勘
右
衛
門
な
菰
は
、
難
隠
遼
、
御
役
所
に
連
ら
れ
け
れ
ハ
、
女
ハ
即
刻

ぬ
0 一

又
は
、
し
の
ぶ
山
ま
た
こ
と
が
た
に
道
も
か
な
と
い
ふ
雲
の
、
わ
り
な
き
中
の

．
又
に
て
や
有
け
↑
ん
。
人
し
救
い
お
も
ひ
を
、
数
妙
の
穂
の
内
よ
り
も
菰
や
出
け
ん
・

朝
圭
た
き
起
出
ら
菰
し
、
寝
間
に
落
し
を
ら
次
し
を
、
勘
右
衛
門
目
に
か
、
り
て
、

ひ
そ
か
に
拾
ひ
て
懐
に
し
て
、
其
後
何
と
も
元
い
は
菰
さ
り
し
か
と
も
、
妾

士
は
、
其
、
又
の
失
れ
し
事
を
、
明
心
と
な
く
暮
彪
と
な
く
気
に
か
、
り
て
人
に
尋
ね

と
ふ
べ
き
も
の
に
と
、
あ
ら
さ
り
し
か
ハ
ー
か
た
な
ら
ぬ
思
ひ
の
ミ
、
身
に
．
せ
ま
り

て
、
と
｝
、
も
な
か
ら
ぬ
玉
の
緒
の
乱
れ
一
§
も
の
を
思
ハ
ん
よ
り
ハ
と
、
人
し
放
す
臭

座
敷
に
い
た
り
て
、
床
の
は
し
ら
に
よ
り
か
、
り
自
害
し
て
、
は
て
ら
れ

け
る
と
か
や
。
勘
右
衛
門
と
も
か
く
も
い
は
れ
は
こ
そ
、
が
、
る
事
も
い
て
き
い
へ

き
に
、
ロ
を
つ
く
ん
て
、
色
に
も
出
さ
次
さ
り
け
る
を
、
定
り
事
と
ハ
云
ィ
な
か
ら
、

は
や
去
り
た
る
事
を
し
姶
ふ
も
の
か
な
と
、
見
る
に
沼
を
催
し
剛
人
独
を

（
上
糊
に
）
常
黍
弟
隼
ヲ
掌
箕
學
卜
菫
享
量
．

毛
会
。
侭
毛
蚕
七
。
封
畢
垂
墨
一
全
裡
ナ
リ
．
坐
へ
毛
捧
〆
起
一
国
迄
夛
寺
タ
リ
．
ニ
ー
ー
ヲ
ヱ
シ
ニ
幸
蚕
〈
ナ
シ
。
尋
一
〈
壱
琴
ナ
ト
壁
茸
套

享

リ

．

毒

素

リ

充

一

亭

．

二

一

十

七

し
ほ
ハ
リ
け
る
と
か
や
。
釜
冬
録
翁
墓
、
鰯
雲
輯
庖
堂
墓
芝
．
童
．
寡
耆
リ
誉
和
ず
吾
笈
造
言
一
へ
《
琶

曇

蓉

公

堂

雲

煙

会

読

署

内

狩

一

一

軍

』

李

引

雫

今

レ

ケ

ル

。

《

一

毛

査

竺

曇

圭

一

一

画

テ

不

幸

、

誕

去

一

一

寺

ア

リ

．

む
か
し
語
に
ぃ
は
く
．
勤
右
衛
門
後
姿
ハ
、
有
吉
，
一
へ
贈
穀
召
仕
錯
ひ
し
☆
を
、
勘
右

衛
門
に
賜
り
し
☆
な
り
け
る
に
、
其
比
濱
吋
に
茂
乎
と
一
云
者
、
雰
量
才
覚
人
に
こ
へ

筆
弊
遠
音
に
し
て
、
会
所
手
代
を
勤
居
け
る
に
、
遠
・
さ
や
う
に
て
近
き

も
の
ハ
男
夫
の
道
と
、
船
の
道
な
り
と
、
清
少
鏑
言
①
い
ひ
し
如
く
い
つ
し
か
此
妻

士
に
通
し
て
有
け
る
に
、
又
会
所
誌
末
松
と
い
ふ
者
ハ
、
小
童
、
二
時
よ
り

勘
右
衛
門
電
用
よ
り
呼
一
唾
れ
、
育
・
ユ
ら
れ
し
も
の
な
る
か
、
此
岩
勘
・
宕
衛
門
妓
と

密
返
し
て
い
た
り
け
る
に
、
茂
乎
か
計
ひ
に
て
や
有
け
ん
、
鐘
子
・
蛙
や
零
ゆ
へ

申
合
せ
し
た
り
け
ん
．
茂
平
・
末
松
同
夜
に
筆
子
の
女
を
連
一
く
出
奔
せ
り
。

勘
右
衛
門
大
に
鷲
些
．
方
々
・
に
追
手
を
懸
ら
救
け
れ
ば
、
末
松
と
娘
ハ
付
し
も

若
軍
者
共
ゅ
へ
遠
へ
も
行
え
さ
り
け
る
を
、
追
付
て
其
値
連
返
し

茂
平
と
勘
右
衛
門
妻
ハ
宣
後
迄
落
延
た
り
し
を
、

一 ｝

舎

Ｊ

か

〃

Ｕ

０
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日
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画
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■

Ｉ

ご

－

句
Ｉ
Ｉ
０
１
０
１
５
ｑ
１
Ｔ
０
■
Ｉ
ｌ
６
Ｉ
０
１
８
Ｈ
８
母
Ｄ
Ｅ
１
１
Ｖ

ｳ

I漸
々
に
尋
合
ィ
追 Ｏ

ｒ

Ｉ

Ｉ

ｒ

－

ｃ

■

口

早

唾

Ｉ

帆

帆

Ⅲ

肌

Ⅷ

１

１

Ⅲ

１

１

‐

１

１

１

。
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ー

善
を
零
場
腿
妄

灘
藍

章
号冬：

か
め
傘
副
詞
勾
紗
〃
て
ハ

■

■

・

■

Ⅱ

ロ

■

。

■

ｑ

ｄ

卜

■

卓

上

一

三
建
言
丁
日

垣
蝿
４
糸
一
一
ゞ
昌

令
』
今
心
・
刀
、
北

限
工
丸
碑
些
邑
ベ

ル
症
洋
一
鴫
銀
毛
軋
長
足

雪
鳶
岸
甑

苛
虫
上
子
（
区
誤
イ

竺
蕊
耀
奔

走
宇
千
永
寺
的

十
九
岸
永
令
Ⅲ
ノ

瞳

■
ロ
■
ｑ
‐
■
ｑ
■
■
‐
甲
ｈ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
■
ｒ
ｆ
ｑ
由
■
。
Ⅱ
Ⅱ

Ｆ

１

ｌ

Ｐ

牢

１

１

■

Ｐ

‐

ｒ

‐

Ｉ

、

、

’

１

，

‐

引

ｑ

‐

１

口

Ｊ

申

ｂ

Ｉ

ｌ

も

Ⅱ

Ｊ

Ｉ

Ｌ

１

Ｊ

Ⅱ

I

嘉参~
玲含
幻多
多面

塔/、
J

蕗荊

養
4，

絃
を．

形
わ
ら
約
嵐
約
堅琴

凸

餡
ひ
怪
今
術
を
教
申
け
説
ハ
、
大
に
気
に
入
て
不
断
召
審
て
泥
近
志
齢
）

せ
ら
救
け
る
。
さ
て
彼
山
伏
共
か
云
に
任
せ
、
屋
敷
内
に
堂
を
建
争

犀
利
支
天
・
歓
喜
天
、
神
焔
大
王
な
と
云
て
西
三
シ
有
像
も
有
‘
・
或
〈
角
ノ

生
た
る
鬼
形
の
如
く
成
殉
像
も
有
。
不
動
の
か
ら
し
パ
リ
に
て
ハ
、
敵
を

か
ら
め
、
利
劔
に
て
ハ
首
巻
銅
に
手
も
ぬ
ら
さ
す
と
、
赤
鬼
・
奇
鬼
・
鼠
西
の

異
類
異
形
の
神
像
仏
像
を
喪
詮
し
て
、
夫
々
の
秘
法
を
修
せ
ら
救

け
る
そ
浅
ま
し
け
説
。
そ
も
斯
”
修
レ
法
亨
者
ハ
其
ノ
身
清
浄
潔
斎

な
ら
す
し
て
漫
に
行
法
を
犯
時
は
、
其
利
生
ハ
な
く
し
て
、
鉾
て
舟

を
莞
ヶ
大
な
る
害
ィ
に
遇
と
云
リ
・
鬼
神
を
敬
し
て
遠
さ
く
と
こ
そ

侍
る
に
、
我
職
に
も
あ
ら
ぬ
剣
術
を
好
さ
へ
あ
る
に
、
山
伏
等
の
好
宮
”
｝

迷
ひ
、
よ
し
な
き
事
に
心
を
ゆ
た
ね
、
家
業
に
怠
り
淫
楽
を
の
ミ

四

十

事
と
し
て
、
限
り
有
財
を
限
り
索
き
奪
侈
に
脅
さ
次
け
菰
は
、
を
の
つ
と

家
衰
へ
、
税
米
等
の
滞
り
も
出
来
、
不
行
跡
の
積
悪
、
鍔
に
上
開
に

達
し
、
其
身
刑
識
せ
ら
教
、
家
を
亡
さ
救
け
る
事
、
不
孝
不
蕊
の
甚

も
の
に
あ
ら
す
や
。
勘
右
衛
門
没
落
よ
り
密
教
院
・
本
覚
坊
、
我
身
二
巻

や
か
蕊
ら
ん
か
と
~
、
行
、
万
不
知
赴
失
け
る
．
か
興
る
好
曲
邪
智
の
春
を
近
付
て

親
近
有
し
こ
そ
、
~
身
を
濃
藻
基
な
り
け
る
。

一
矢
部
荒
谷
村
に
次
郎
左
衛
門
と
云
老
人
の
有
し
が
、
彼
人
語
，
け
る
ハ
、
某
芳
年

の
比
、
会
折
詰
の
役
を
し
て
居
た
り
し
に
、
鋤
右
衛
門
殿
召
描
救
さ
せ
錨
ふ
時
ハ

大
な
る
騒
動
鞍
り
し
。
矢
部
勤
右
衛
門
ハ
簿
術
の
達
者
成
上
、
摩
利
支
天
の
法

を
行
ひ
け
誼
ハ
、
鞠
永
に
ハ
召
捕
難
し
と
て
、
小
路
廻
り
其
外
聴
手
の
役
人

数
多
、
涜
町
に
〈
込
、
勘
右
衛
門
殿
召
捕
り
、
夜
ハ
会
所
の
当
ぅ
を
承
蕃
て
６Ｊ

藩
に
達
し
、
》
苦
年
よ
り
碑
惣
庄
屋
に
な
ら
救
け
牧
と
も
、
父
に
劣
ら
ぬ
人
輔

に
て
、
能
役
人
な
り
と
時
の
人
申
け
る
と
や
。
然
に
父
塊
也
ハ
水
田
尾
に

引
移
ら
教
、
勘
右
衛
門
い
史
た
若
翠
な
り
け
教
ハ
、
自
然
と
我
侭
出
来
で
、
酒

に
批
Ｌ
色
臆
弱
霊
寧
）
て
懲
事
に
傾
き
、
役
前
の
動
も
、
を
の
つ
と
疎
｛
？
．
γ
卿
》

に
な
り
け
菰
〈
、
手
永
も
し
ま
り
兼
け
る
ゅ
へ
、
矢
部
手
永
二
に
分
れ
、

中
嶋
手
永
出
来
た
り
。
さ
牧
〈
其
比
ハ
世
の
中
ゆ
る
や
か
鞍
り
け
牧
ハ
、
患
の

比
〈
桜
か
り
な
と
い
ふ
て
、
数
多
の
☆
中
を
引
っ
誼
、
愛
技
所
に
い
た
り
、

二
夜
も
二
一
夜
も
座
に
泊
り
、
酒
客
鞍
と
し
て
器
ミ
、
我
の
比
ハ
月
に

乗
し
て
朋
友
を
い
ぎ
鞍
ひ
、
在
方
へ
至
り
村
方
の
淑
去
を
招
ひ
て
、

罐
ひ
銭
牧
、
淫
嶺
を
事
と
せ
ら
救
け
れ
は
、
庄
屋
共
方
よ
り
も

上
手
の
歌
舞
か
来
り
し
の
、
め
っ
ら
し
き
浄
瑠
璃
の
侭
偽
《
？
↑
γ
‐
｝
の
と

（
上
棚
に
）
篭
軍
十
刀
、
蓋
裳
号
諄
レ
＋
掌
奮
据
碑
趣
量
苓
冬
震
零
暑
齋
、
茎
胃
ゞ
孟
十
竜
動
隼
葦

ニ
シ
テ
華
子
《
坤
礎
一
筆
ル
。
丸
坤
礎
、
毎
毒
輯
門
卜
竺
心
。
｜
牟
奉
準
、
韓
垂
畭
。
率
侭
十
七
年
、
鑑
銅
・
幸
嶋
△
毒
皐
、
蝿
一
李
圭
・
幸
磐

尭

争

リ

．

二

一

十

九

内
所
か
た
か
り
案
内
し
て
、
折
に
ふ
枚
た
る
零
庵
普
い
た
し
け
る
と
そ
・

父
塊
也
一
所
に
あ
ら
．
蛍
Ｌ
か
は
、
か
、
る
戯
た
る
事
ハ
有
ま
し
き
物
を
と
、

心
あ
る
人
ハ
さ
、
や
き
け
る
．
又
涛
蒋
を
好
れ
け
る
。
中
に
も
鶴
術
を

第
一
毬
悪
ら
牧
し
ゅ
へ
、
打
物
早
業
も
人
に
勝
し
て
上
達
せ
ら
菰
け
り
。

時
に
、
濱
可
宮
の
辺
に
接
《
フ
塾
》
屋
を
作
り
で
住
ゐ
し
け
る
密
敬
院
と

云
て
何
国
の
寿
共
知
救
い
山
伏
有
け
る
か
、
或
時
勘
右
衛
門
に
申
け
る
ハ
、
舜
所
ハ

兵
術
之
紳
稽
舌
御
殿
煉
馨
と
承
侯
。
此
上
に
法
力
を
御
修
業
あ
ら
ハ
、
講
々

妙
番
得
玉
ふ
へ
し
．
古
の
踊
九
郎
農
鑑
も
摩
利
支
天
＄
を
狩
牧
し
と
か
や
申
侯
・

剣
街
兵
法
何
れ
も
極
念
ハ
神
力
て
な
け
菰
ハ
参
ら
ぬ
物
と
、
此
売
僧
｛
マ
イ
震
》
山
伏
か

宮
に
任
せ
、
然
は
待
法
を
学
ぺ
し
と
、
密
教
院
を
呼
靖
で
、
色
々
の
行

を
晋
，
け
る
．
此
時
、
本
虻
な
と
云
、
烏
乱
坊
主
も
人
来
り
て
勘
右
衛
門
に
何
か

ー
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－1
~

；愈暇
零
斗
の
ぞ
て
久
啄
ク
及
可
帆
約
↑
１
秘
博
哨
行
い
豊
熟
琳
爾
ゞ

一
●
●
■
０
・
Ｕ
８
Ｄ
８
■
■
。
■
●
辱
。
。
●
ｑ
‐
６
。
●
０
①
ザ
働
棚
‐
‐
‐
’
‐
‐
‐
‐
・
』
》
畔
↑
峠
〕
一
《
誹
一
』
一
』
》
零
座
》
略
一
・
・
副
却
鋼
“
一

産
ノ
、
、
競
側
驚
床
災
流
萌
ｆ
卜
｜
蓼
？
ｉ
夢
劣
や
Ｉ
棄
怠
》

臥
嘩
唯
鐸
２
砺
催
垂
″
忽
瓜
許
ｎ
Ｊ
靴
一
つ
易
１
ｋ
筋
祭
愈
柳
心
收
詣
吻
吟
一
毅
僧
遥
角
伽
肌
舸
一

Ｌ
で
皇
三
ゆ
き
恒

雲

慰
蜘
駕
朧
奇
皇
子
号
ゐ
釜
喧
：
弘
篭
酪
弥
〆や

淫

‘

壷

緋

迄

↑

．

、

墓峯
鄭
尾
笈
灘
灘
更
三
李
蔦
堵
晨
憲
亙
妻
う

裂
灯
幟
獄
ｆ
，
栽
久
堀
噂
１
４
沙
Ｔ
４
對
渉
ｌ
気
両
ご
肩
健
上

●

１
１
１

を
沙
羅
弧

１

１

且

Ｉ

Ⅱ

■

■

■

■

１

■

■

Ｉ

Ⅱ

９

８

■

■

■

■

■

Ｖ

ａ

Ｕ

■

■

狂

■

１

１

日

■

９

■

Ｕ

■

８

０

■

日

Ｕ

７

ｄ

４

ｌ

■

■

９

０

■

Ｌ

■

Ⅱ

日

日

■

■

■

■

、

１

１

Ⅱ

０

１

■

Ⅱ

Ｕ

Ｂ

８

■

■

■

■

■

■

■

■

■

Ⅱ

Ⅱ

０

０

■

Ⅱ

■

■

■

飴

Ⅲ

Ⅲ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

◆

皇
》
村
惣
右
衛
門
な
と
｝
云
考
稲
ら
れ
け
る
。
代
官
手
代
に
田
吉
村
助
市
と
云
者
ハ
、
其
時

一
御
代
官
木
原
吉
助
と
云
人
、
片
平
村
代
官
小
屋
に
詰
ら
れ
け
る
所
に
、
行
て

宿
り
居
た
り
け
れ
は
、
此
・
騒
動
聞
に
も
し
ら
す
。
朝
早
ク
片
平
よ
り
帰
り
け
る
処
を
、

葦
之
役
人
、
犬
~
冬
鰯
に
算
倉
ひ
、
~
直
に
打
屠
へ
鶏
を
か
け
け
る
・
打
~

灘
鋪
鷆
ハ
鰄
騨
繩
一
報
、
》
蕊
鯛
一
シ
識
濁
鮒
懲
騏
と

此
二
品
ハ
被
仲
付
被
下
へ
し
。
香
物
ハ
・
天
ノ
者
昼
妓
の
菜
に
致
さ
せ
度
し
、
又
此
一

皮
寵
ハ
忰
勘
太
郎
、
遊
ひ
道
具
之
人
形
に
て
御
座
侯
ヘ
ハ
、
勘
太
郎
に
被
下

一

侯
様
と
、
願
ひ
け
れ
ハ
、
尤
な
り
と
て
呉
ら
救
け
る
。
其
外
此
一
巻
之
油

＝手=全

矢
部
勘
右
衛
門
妻
輩
墓
全
麓
．
一
子
勘
太
郎
と
て
共
比
二
一
四
歳
に
成
け
る
。

勘
右
衛
門
滅
亡
よ
り
祖
父
塊
也
方
に
在
し
か
、
山
西
と
云
所
之
百
姓
に

養
子
に
や
ら
救
け
る
。
今
其
子
孫
有
や
な
し
や
し
ら
す
．

一
矢
部
勘
右
衛
門
重
行
在
勤
之
時
、
内
村
二
井
手
教
知
在
、
碧
宵
麦
脅
背
界
↑
｝
舌
閑
長

左
衛
門
在
、
菱
育
．
水
国
尾
↑
｜
古
閑
塊
也
在
、
芝
。
此
二
一
人
〈
何
救
も
御
惣
庄
屋
先

役
之
面
々
也
。
珠
・
｝
父
子
之
事
な
教
ハ
、
何
そ
其
不
仁
を
不
疎
哉
。
但
諌
言
不
用
欺
・

自
身
勤
役
之
比
ハ
さ
し
も
秀
し
長
左
衛
門
父
子
な
り
し
か
と
も
、
孫
の
か
、
る
次
第

四

十

二

を
見
聞
し
て
ハ
、
血
ノ
泪
を
流
し
て
ロ
借
ク
そ
思
ハ
救
け
ん
。
又
前
業
ノ
所

感
不
及
力
と
明
ら
め
秀
か
）
て
仏
間
に
入
て
、
題
目
や
喝
ら
救
け
ん
。
夫
レ
人
上
之

興
廃
存
亡
、
偽
二
時
節
到
来
に
て
、
い
か
ん
と
も
す
る
こ
と
な
し
。

矢

部

忠

兵

衛

隆

忠

右
忠
兵
衛
姦
、
本
首
問
部
氏
也
。
曾
弓
其
先
祖
を
尋
に
、
参
州
之
産
、
間
部
何

某
＃
云
者
、
寛
永
十
一
年
（
｜
大
雪
一
画
）
浪
人
し
て
生
国
を
離
れ
、
肥
後
国
に
来
り
河
亙

尻
吋
之
内
、
外
鐡
と
云
所
に
居
住
し
、
先
商
~
一
買
を
業
と
し
て
、
上
総
屋
何
某
１
号

二
二
一
代
相
焼
。
然
庭
、
承
応
年
中
（
’
六
三
二
～
三
画
）
所
持
之
廻
舟
二
一
舷
、
玄
海
墓
灘

鹿
ノ
嶋
と
云
所
に
て
及
稜
船
、
積
入
之
品
、
悉
ク
流
失
ス
ー
依
之
漸
々
に

家
裁
衰
二
付
て
子
孫
忠
助
に
至
て
、
仕
官
を
願
ひ
、
寛
文
四
年
（
’
六
赤
ロ
》

外
様
御
鉄
炮
之
音
二
被
召
出
、
夫
よ
り
度
々
致
韓
役
（
ず
シ
鞭
ク
）
之
後
、
宝

沙

〃

Ｊ

ｊ

弓

｛

ぃ
ら
救
し
と
也
。
比
ハ
ニ
ー
月
廿
八
九
日
比
か
と
覚
ゅ
。
俄
に
御
郡
奉
行
衆
御
越

、
二
由
申
来
り
け
次
ハ
、
勘
右
衛
門
殿
稗
迎
の
た
め
走
番
に
挑
燈
蕊
竺
と
も
さ
せ
、

某
を
御
供
に
召
達
ら
れ
、
下
の
橋
ロ
迄
出
ら
れ
け
る
時
、
勘
右
衛
門
殿
、
道
を

行
々
、
某
に
伸
ら
救
け
る
ハ
、
次
郎
左
衛
門
、
御
郡
奉
行
衆
ハ
何
獅
用
に
て
今
度
ハ

御
越
遊
さ
る
事
そ
、
殊
一
一
夜
に
入
て
俄
の
事
な
り
。
何
共
合
点
ゆ
か
ぬ

事
な
り
と
。
余
程
気
に
か
、
り
し
鉢
に
て
有
け
れ
ハ
、
さ
れ
ハ
当
時
、
二
事
に

侯
へ
ぼ
、
定
一
『
明
高
①
共
の
事
に
付
て
の
事
な
る
へ
し
と
、
行
々
物
語
し
け
る
か
、

其
晩
深
更
に
及
て
、
御
郡
奉
行
福
国
左
助
殿
、
御
用
な
り
と
て
勘
右
衛
門
殿

を
座
敷
に
呼
出
さ
菰
、
長
て
居
ら
る
所
を
、
上
意
な
り
。
と
罪
を
懸
ら
れ

け
れ
ハ
、
池
宙
専
助
と
云
役
人
、
直
に
縄
を
か
け
ら
れ
し
也
。
勘
右
衛
門
殿
其
時
ハ

廿
四
五
歳
の
比
に
て
、
色
ハ
少
黒
か
り
け
れ
と
も
、
能
今
男
な
り
し
か
、
思
ひ
か
け

四

‐

Ｔ

一

な
く
生
捕
れ
籍
ひ
し
ハ
、
罪
有
故
と
ハ
云
な
が
ら
、
手
に
付
し
某
な
れ
ハ
、

涙
の
出
る
程
、
病
重
敷
か
り
き
・
か
く
て
其
夜
、
手
代
教
野
村
久
兵
衛
・
高
月

老
人
共
党
た
る
事
多
し
．
斯
て
勘
右
衛
門
殿
を
始
、
手
代
三
人
共
に
熊
本
呈

出
さ
れ
禁
牢
せ
ら
救
・
其
翌
年
勘
・
右
衛
門
殿
ハ
は
た
も
の
に
上
ら
れ
、

手
代
二
一
人
ハ
其
後
追
放
に
あ
ひ
け
る
。
籾
も
け
し
か
ら
い
犬
こ
と
に
て

有
し
・
我
も
其
時
ハ
、
若
年
に
て
甚
恐
か
り
し
と
語
り
侍
り
ぬ
。

一

Ⅱ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
ｌ
ｌ
ｒ
ｌ
Ⅱ
０
１
０
１
口
■
Ｕ
Ｕ
０
ｆ
Ｂ
″
Ｄ
ａ
、
Ⅱ
ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｕ
官
０
１
０
日
。
’
Ｒ
ｇ
ｌ
０
１
○
口
が
１
Ｑ
１
ｑ
ｌ
ｒ
■
且
■
１
９
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ

１コ
可
凹

一一一
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嶢
初
老
添
置
怪
縛
鷺
麦
呼
鏑
直
護
勝
遙

１
１

り
Ｉ
Ｌ
ｌ
４
ｈ
１
１
１
９
ｆ
曲
ｇ
Ｄ
８

一℃
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皇
肋
全
募
孫
鼻
茅
舟
寸
月
一
丁
孔
沼
琴
牛
考
隼
噌
滞
修
縄

垂
琢
承
語
〃
垂
＃
鑑
鱸
癖
腰
壁
孝
釣
岨
触
診
言
”
三
和
や
委
峻
露
涯
峰
鑿
零
麺
日
學
志
電
罫
丞
須

妙
跨
磁
滝
丞
砂
”
婁
蒻
峰
似
瓢
侘
域
鄭
裳
華
燭
壬
李
令
扉
娠
っ
式
織
溝
暑
窯
公
舞
麿
壼
《

'’

’
’

’

!
|，

|||’
一
元
丈
四
年
（
’
七
三
・
沁
）
九
月
、
忠
兵
衛
依
黒
男
子
、
惣
塘
奉
行
大
日
茂
左
衛
門
嫡
子

惣
七
、
為
二
養
子
一
女
二
姿
ス
・
○
垂
軍
『
土
製
蕊
、
竺
琴
專
葵
藷
察
罵
堂
些

一
元
文
三
年
や
八
月
下
旬
、
矢
部
忠
兵
衛
、
男
成
大
和
宅
二
来
リ
申
さ
救
け
る
は
、

当
社
祭
礼
も
間
近
相
成
侯
。
夫
二
付
、
拙
岩
存
付
た
る
事
有
之
、
量
ハ

貴
殿
御
為
二
可
相
成
と
存
侯
故
、
先
一
通
り
所
存
之
旨
を
御
噛
申
へ
し
．

拙
者
兼
一
『
承
る
に
、
他
所
之
巻
僧
や
社
人
之
類
ハ
、
祭
礼
等
之
散
（
窯
か
）
銭
を

当
テ
に
い
た
し
奴
鉾
之
誇
銀
を
渡
し
、
或
ハ
賃
請
を
い
た
し
、
身
上
之

便
と
成
事
二
侯
へ
共
。
当
牲
ハ
祭
礼
之
日
と
い
へ
と
も
、
神
前
に
参
詣
す
る

者
も
な
く
、
尤
祭
礼
之
日
ハ
踊
見
物
之
考
、
石
段
之
下
迄
ひ
し
と
、
早
々

よ
り
相
詰
居
る
事
な
叔
ハ
、
神
殿
へ
通
落
容
易
に
難
成
ゆ
へ

に
も
成
く
し
・
其
内
稀
に
参
詣
す
る
者
も
有
て
、
散
銭
漸
弐
匁

四

十

四

三
匁
位
な
ら
て
ハ
無
之
よ
し
。
然
則
寿
、
祭
礼
か
来
り
し
辻
、
貴
殿
の
為

に
相
成
事
少
も
な
し
。
祭
に
ハ
相
、
応
々
々
に
内
客
な
と
も
あ
り
て

何
角
物
入
も
有
事
な
教
ハ
、
不
勝
手
の
貴
殿
な
れ
は
、
定
一
『
祭
礼

前
に
ハ
何
か
と
世
語
多
し
て
、
祭
礼
の
采
る
を
悦
事
ハ
な
く
し
て
、

却
て
物
入
等
に
迷
惑
に
そ
思
す
ら
ん
。
依
之
拙
考
存
付
侯
寿

祭
礼
前
夜
八
日
之
晩
に
、
よ
ど
を
始
、
挑
灯
の
少
々
も
、
と
も

し
神
楽
な
と
篝
せ
、
涜
吋
之
産
子
共
、
夜
参
す
る
や
う
に

い
た
さ
せ
侯
ハ
ミ
、
社
頭
の
賑
ひ
と
も
な
り
。
且
ハ
鴬
殿
の
為
に
も
栓
々

は
相
成
ぺ
し
と
存
侯
。
此
儀
い
か
、
思
召
侯
哉
と
語
り
古
‐
さ
救
け
菰
ハ
、

大
和
大
坐
．
に
悦
ひ
、
何
角
拙
岩
に
御
心
を
付
・
さ
せ
ら
牧
被
下
侯
段
、
識
二

謝
す
る
に
詞
な
く
侯
。
此
儀
ハ
別
》
『
当
社
籍
昌
之
基
に
て

一 一
一

一
一

I
四

十

三

渡
辺
西
順
と
て
、
九
十
歳
に
成
け
る
老
翁
あ
り
し
か
。
此
人
の
語
り
し
ハ
、
垂
一
画
・
乙
御

惣
庄
屋
ハ
帯
刀
ハ
無
・
冬
、
土
へ
脇
差
壱
本
な
り
し
。
矢
部
次
兵
衛
代
に

蚕
一
り
、
享
保
元
年
（
一
・
一
》
’
六
》
之
叱
、
御
国
一
錠
に
御
惣
庄
屋
帯
刀
御
免
あ
り
け
る
と

語
り
し
。
此
代
・
垂
事
跡
、
予
知
た
る
事
迄
を
子
茎
記
・

享
保
五
年
二
月
、
阿
蕪
大
宮
司
男
成
社
御
社
参
有
、
旅
鎗
を
入
佐
村
．
｜

建
・
え
、
舌
之
御
家
来
筋
之
音
、
末
葉
一
国
姓
と
成
け
る
故
、
顕
ひ
て
新
一
｜
家

を
達
し
と
か
や
．
詮
参
・
二
始
蒔
一
巻
、
矢
部
次
兵
衛
草
計
之
・

享
保
八
年
、
小
一
頓
社
昇
典
。
矢
部
忠
兵
衛
為
願
・
奉
一
、
神
疑
移
後
↑
｜

山
上
等
元
和
七
年
（
｝
六
二
｜
）
再
呉
薊
リ
百
二
年
◆
｛
成
廻
・

同
十
・
一
ハ
年
、
中
嶋
丹
右
衛
門
退
役
。
幸
弊
烹
塁
芝
簿
も
一
享
保
十
・
一
ハ
芋
十
一
一
月
八
日

奪

善

琴

葦

圭

一

．

晩

、

濱

吋

出

火

。

左

．

可

・

同

十

七

年

、

矢

部

中

鳴

如

本

為

一

手

永

．

横

吋

悉

焼

失

、

新

可

元

．

一］
一

一

Ｈ

ｆ

唇

Ｉ

Ｊ

３

ｎ

９

Ｇ

卜

■

二

９

９

１

０

９

０

，

ｓ

０

０

Ｕ

ｆ

０

１

‐

ｊ

３

■

Ｄ

Ｂ

１

日

・

け

９

０

０

コ

ｆ

Ｅ

、

伊

１

１

１

・
水
二
一
年
（
一
ど
・
六
）
上
釜
洩
木
倉
・
矢
部
一
弓
手
氷
・
冬
御
山
支
配
役
唖
衣
伸
付
、

矢
・
部
に
来
り
上
司
尾
村
に
居
住
ス
・
王
徳
四
年
（
一
・
一
ゞ
一
画
）
迄
在
勤
十
一
年

な
り
．
及
極
老
辞
職
一
祠
休
↓
《
・
・
二
一
人
扶
持
賜
彪
。

○
忠
助
兄
弟
二
一
人
有
。
妹
一
異
鐘
代
高
濱
式
右
衛
門
養
琴
＃
成
池
・
妹
塞
婁

瀬
高
清
右
衛
門
妾
．
妹
堂
妻
緒
・
万
喜
兵
衛
奏
．

○
忠
助
子
二
一
人
有
り
。
嫡
女
夏
高
濱
式
・
右
衛
門
奏
．
掌
皇
農
筵

二
男
次
兵
衛
隆
忠
。
素
憲
童
遮
篭
鳶
．
二
一
女
喜
大
浦
弥
次
‐
一
担
衛
門
奨
・

忠
助
奏
へ
夏
曇
皇
．
呈
元
．
又
二
一
年
（
｜
と
學
八
）
七
月
死
、
菫
鳶
八
・
一
．
蕊
一
或

忠
助
ハ
享
保
十
一
年
（
一
・
壱
二
六
）
や
十
月
二
日
死
。
行
年
八
十
五
歳
。
号
常
照
院
・

右
矢
部
忠
兵
衛
隆
忠
寿
、
問
部
忠
助
二
男
雨
、
王
徳
五
年
九
月
、
吉
閑
勘
・
一
勺
衛
門

跡
役
、
矢
部
御
惣
・
圧
屋
養
仲
付
．
其
時
云
次
兵
衛
、
其
後
忠
兵
衛
＃
攻
名
。 |』||｜

■’Ｉ

一
一
勺
》

､= ﾛ,…



一
虜
菱
一
募
看
帯
考
諺
息
墳
含
Ｉ
辱
毒
~

~

“

“

運

Ｉ

1
ーーｆ

打
里
、 二

込

甸
●

一
一
一

ご
』

己

、 』『

や
Ｊ
均
勺
勘
γ
易
川
州
学
や
秤
（
に
加
穆
毒
初
鰐
Ⅷ
川
、
嫁
切
１
１
膨
胸
訓
他
坊
鋤
の
〃
塗

、
・
〆臘

伽
”
漣
、
急
今
も
ド
マ
帝
人
雰
参

嗣
諄
公
同
主
句
桑
鞭
延
協
膠
階

、
唾
寒
帯
’
て
農
鞭
暑
鳥
唇
港
完

蕊
■
８
◆
ｅ
ｑ
Ｄ
６
ｐ
９
８
■

■

■

国

■

■

■

■

Ⅲ

■

■

酬

町

■

印

■

皿

■

Ⅷ

別

叩

川

皿

・

ワ

ロ

ロ

ョ

日

０

０

回

塾

呵

■

１

口

々

２

日

凹

む

？

コ

ロ

ロ

９

日

■

■

幻

岨

旧

“

旧

０

１

１

Ⅲ

Ⅲ

１

１

冊

Ⅷ

川

Ⅱ

ｌ

例

Ｊ

卸

Ⅷ

１

勺

い

り

も

Ⅲ

川

‐

ｑ

Ⅱ

Ⅱ

“

ｑ

０

Ｉ

１

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

穴
岨
川
岫
ｍ
ｗ
ｗ
恥
凹
恥
Ⅷ
Ｍ
Ｍ
ｍ
皿
Ⅷ
岬
叩
叩
Ⅲ
岨
、
、
、
叩
、
叩
醐
噸
酬
、
叩
叩
副
醐
酬
酬
酬
凹
叩
叩
、
幽
叩
四
■
叩
。

芽
・
し
允
ゞ

‐

嚢 ▲
Ｉ
ｇ
Ｇ
イ
セ

評
尭
鑿

一

御
座
侯
へ
は
、
随
分
可
然
事
二
存
侯
。
神
ハ
人
之
敬
に
よ
り
て
威
を
増
と

や
ら
に
て
、
産
子
中
も
参
詣
い
た
し
、
崇
敬
を
な
し
侯
時
ハ
、
又

神
之
徳
に
よ
り
て
家
門
も
誉
昌
い
た
し
侯
半
。
然
則
か
、
演
可

誉
嶺
の
基
と
も
成
へ
し
。
次
て
ハ
拙
者
身
上
之
為
に
も

相
成
侯
へ
し
。
偏
二
貴
兄
稗
を
教
ひ
絵
ふ
貴
慮
よ
り
出
”
庭
に
て
、

是
則
、
万
代
不
易
・
ニ
祥
祭
と
成
り
候
へ
し
。
宜
御
賢
慮
を
め
く

ら
さ
叔
被
下
侯
へ
か
し
と
い
ひ
け
れ
ハ
、
忠
兵
衛
も
悦
て
、
貴
震
同
意
の
上

即
刻
、
町
役
人
共
、
此
旨
談
す
へ
し
と
て
帰
ら
れ
け
り
。
我
幼
年
之
比
、

傍
に
有
て
承
り
し
故
、
委
鈎
記
し
置
侍
ぬ
・
故
↑
｜
小
一
頓
社
九
月
八
日

晩
之
よ
ど
ハ
、
矢
・
部
忠
兵
衛
隆
忠
発
願
よ
り
始
し
と
知
く
し
・

一
寛
延
二
年
（
’
七
画
九
）
、
一
ハ
月
サ
四
日
、
垂
福
寺
、
清
正
公
祭
り
之
始
を
接
に
、

四

十

‐

五

一
一

社
御
厨
子
ハ
先
二
成
又
・
男
成
社
・
小
一
領
社
、
両
詮
共
如
斯
寄
進
被
発
志
事
、

前
葉
末
思
慮
事
に
て
、
隆
忠
（
ク
ヵ
ダ
γ
）
、
二
美
名
両
巷
万
世
可
留
哉
。

一
賓
暦
一
一
年
秋
、
矢
部
二
丁
水
分
池
・
中
嶋
御
惣
庄
屋
地
侍
志
街
久
右
衛
門
曇
“
誕
仲
付
、

久
右
衛
門
中
嶋
長
右
衛
門
↓
改
。
中
嶋
会
所
片
平
村
二
建
。
釜
．
幸
算
衰
黒
堂
禽
支
濤
一
同
、
一
ハ
年
働
鰕
七
月
下
旬
、
矢
部
忠
兵
衛
隆
忠
依
老
衰
、
役
儀
辞
退
之
処
、
リ

如
願
御
免
枝
仲
付
、
隠
居
ス
チ
時
、
一
ハ
十
四
歳
。
垂
徳
五
年
（
｜
~
一
ゞ
｜
皇
）
よ
り
宝
暦
、
一
ハ
年
非

勤
役
、
都
合
四
十
二
年
。
其
問
之
今
一
役
為
御
称
美
、
作
御
欽
麻
上
一
ｒ
・
．

弄
領
枝
仲
付
、
む
か
し
よ
り
、
が
恵
る
在
勤
久
し
き
御
惣
・
厚
屋
不
承
及
、
識
に
減
作

目
出
度
事
に
こ
そ
。

一
同
年
八
月
上
旬
、
矢
部
忠
兵
衛
隆
忠
義
子
乎
之
允
↓
｝
跡
役
枝
仲
付
、
平
・
冬
允

家
督
し
て
矢
部
忠
兵
衛
公
豊
卜
改
名
。
同
月
会
所
ヲ
内
村
二
移
ケ
リ
．

一

鈩

里

、

一

諸下賓等す参備大議入同 氏大寛不を人像安頼濱矢

狩市暦念る詣 ~神而駕四 ． 隠エ延怪増にを置 、可部

、村二入者す諸宮 、 に年 、居茂三賑 。拝迂し清板忠
浅大年 、 多 る人御共て九 、平年ふ遠せ逗信垂屋兵

六エ 二其 シ事弄神零 、 月 白次十事近らー拝公弥衛
石 ニ

ツ孫 童外 。 、せ木応矢廿 一によれ し有之吉嫡
十助 己役散移し ト 臭部一 糸海命月成り し 。 け像 、 ‐』－

二 二 簔人銭 シ む善を忠日 翁し 、 り廿か六る を上久

巷作徴 相一 ･ ｡ ガ尽兵 、 筆て小ぬ三 、 月 ．か き京敷

｜ 這菅臺食聡累三六み節気之ら秋談日或尤木せ衛伊 ･ 日次廿 。 さ し病
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『
二

一一

始
ル
。
見
物
人
如
例
思
ひ
壱
人
も
来
”
春
な
し
。
一
年
ヶ
糠
↑
｜
い
た
し
候
ヘ
ハ
、
翌

年
よ
り
ハ
、
始
早
舎
と
心
覚
（
ェ
）
、
見
物
人
早
ク
来
〃
成
り
と
忠
兵
衛
申
さ
れ
し
・

一
同
年
、
五
穀
成
就
為
御
祈
祷
願
解
。
十
月
四
日
、
武
藤
助
左
衛
門
、
男
成
詮
・

小
一
領
社
、
同
日
二
参
詣
あ
り
。
庄
屋
中
例
参
礼
式
、
如
・
訂
一
顧
節
。

一
宝
暦
八
年
二
一
月
、
五
薮
成
就
御
祈
祷
、
為
・
１
願
。
椋
梨
角
兵
衛
、
男

成
社
・
小
一
領
社
、
同
日
二
社
参
有
。
礼
式
如
去
春
．
椋
梨
氏
、
庄
屋
中

詮
前
二
集
一
司
申
さ
れ
け
る
ハ
、
此
御
祈
祷
始
て
よ
り
作
、
万
も
・
豆
出
来
い
た
し
、

大
慶
存
。
何
茂
神
息
之
加
護
難
有
可
存
と
悉
二
申
さ
救
け
る
．

一
同
年
、
矢
部
・
中
嶋
如
本
言
一
丁
水
と
な
る
。
同
年
八
月
、
中
嶋
五
郎
左
衛
門
、

甲

佐

御

惣

・

圧

屋

枝

仲

付

、

彼

地

起

引

越

．

~

一
同
年
九
月
九
日
、
小
一
領
社
祭
礼
、
御
郡
代
武
藤
助
左
衛
門
詮
参
。
二
一
番

一一

！

名
あ
り
。
此
公
宜
時
代
之
事
跡
形
状
．
子
所
為
見
聞
籾
々
演
し
之
。

一
寛
延
二
年
（
一
七
口
・
元
）
乙
巳
四
月
、
間
部
平
之
允
公
登
、
演
可
同
志
・
冬
華
・
｝
勃
昂

小
一
頓
挫
々
内
”
｜
新
二
龍
（
。
悪
リ
）
堂
を
蓮
・
一
”
一
あ
り
て
、
神
具
入
遜
所
卜
号
し
、

錯
域
・
乏
箪
、
通
夜
す
る
家
也
．
孟
前
人
未
ク
レ
発
し
志
ヲ
処
也
・

一
賓
暦
二
一
（
一
七
畳
）
異
爾
年
、
当
巷
神
疑
を
修
補
し
、
拝
殿
に
神
鋒
を

懸
岸
．
ら
る
。
此
己
前
ハ
鍔
ロ
①
を
り
し
．
好
ロ
ハ
神
社
に
か
く
る
も
の
に
ハ
あ
ら
し
。

夫
よ
り
以
来
、
人
々
相
焼
て
祥
鈴
を
か
く
る
事
に
成
り
ぬ
。
又
社
前
之
石

垣
を
桑
て
、
二
段
と
し
、
中
段
に
井
垣
を
逵
ら
る
。
其
外
社
頭
に
心
を

附
ら
れ
し
か
は
、
神
殿
及
ひ
詮
内
迄
も
清
浄
に
な
り
ぬ
・

宝
暦
、
一
ハ
年
爾
》
一
・
年
八
月
、
家
将
あ
り
て
親
名
を
用
と
て
、
忠
兵
衛
＃
攻
，
〃
・

同
年
八
月
一
ｒ
旬
、
令
所
を
溜
封
、
二
内
、
内
村
◆
｜
家
を
移
さ
る
・
此
時
迄
．
二

四

十

九

会
所
ハ
、
舌
町
中
程
、
南
側
二
Ｊ
計
入
込
、
可
裏
一
一
有
り
・
井
雲
一
Ｊ
氏
己
来
相
焼
．
二

含
所
屋
鋪
也
．
、

同
六
年
六
月
ザ
一
日
、
中
嶋
長
右
衛
門
稗
惣
庄
屋
註
差
除
、
跡
役
横
一
テ
五
郎
左
衛
門

〃
》
校
仲
付
。

一

回

Ⅲ

。

。

。

画

１

０

Ｎ

Ｉ

Ｉ

’

１

１

口

Ｉ

■

口

’

１

０

‐

１

１

１

１

服

‐

Ｉ

Ｉ

１

Ｌ

‐

‐

‐

↓

１

１

０

１

９

１

旧

１
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１

１

１

・

Ｉ

，

一
枚
宛
、
庄
屋
中
↓
｜
渡
ゞ
・
其
時
、
椋
梨
角
兵
衛
、
・
圧
屋
評
｝
命
而
~
日
、
右
・
・
一

一

車

■

》

御
祈
祷
之
儀
、
随
分
大
劫
二
存
、
可
為
信
仲
・
冬
旨
被
申
渡
し
也
・

御
郡
代
神
前
・
乏
内
二
入
、
参
拝
ア
リ
シ
也
。
裳
謹
袋
鐸
、
隻
々
奮
句
『
管
リ
費
夫

毛

ア

リ

、

拝

垂

ヨ

リ

鐸

ア

リ

シ

評

郵

代

モ

テ

リ

。

同
日
、
小
一
領
社
御
社
参
考
御
郡
代
式
藻
助
左
衛
門
、
赤
星
元
周
、

矢
部
忠
兵
衛
、
一
領
壱
疋
渡
辺
求
乎
、
甲
斐
幸
乎
、
相
従
一
旬
詮
参
曾
嘉
蛮

有

‘

・

社

参

礼

式

一

初

、

男

成

↓

｜

同

ッ

。

ヨ

リ

単

篝

同
七
年
丁
１
’
二
月
廿
七
日
、
矢
部
・
中
嶋
三
ヶ
村
、
二
一
ヶ
村
宛
寺
村
↓
成
〃
・
案
菫

同
年
九
月
九
日
小
一
領
社
御
参
礼
、
御
郡
代
椋
梨
角
兵
衛
社
参
有
り
、
兎
ト
墓
急
運
。

芝
、
祭
礼
↑
｜
御
郡
代
社
参
之
始
也
。
此
時
矢
部
忠
兵
衛
公
宣
、
踊
を
未
明
上
ク

始
、
暮
限
二
狂
一
一
言
仕
廻
一
成
侯
様
二
と
被
申
付
け
る
故
、
踊
子
共
、
夜
八
時
分
ょ
勺

起
、
乗
（
！
シ
）
し
燭
ヲ
一
句
髪
を
絵
、
宮
呈
出
、
夜
之
引
明
二
相
揃
、
辰
ノ
上
刻
よ
り
二
一
番
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１
１

ギ
睾
撞
そ
鼠
鵜
謂
墓
参
等
嘉
褒
瀬
鴬
Ⅶ

丁

冷

冊

垂

進
蕊
懇
一
夏
忽
貢
蔭
迩
宏
陽
葬
毒
膓
除
＃
冬
灸

蒋
綴
洲
脇
そ
己
冥
ノ
、
乏

凄

饗

壜

噌

募
１
為
髪
賜
噂
を

ｊ

固
参
認
符
以
賜
侃
程
苧
省
膨
鯵
了
雲
管
塗
鮨
箆
坊

同
い
み
琴
旬
参
獅
三
イ
＃
赤
叱
罹
姥
砿
哩
陶
泌
州
罫
妬
移
喰
婦
ヴ
ハ
偶
阿
町
郡
か
疋
維
伽
蜂
緯
い
迄
ｌ
柵
恥

挫
硬
繧
蝿
賦
据
彫
易
利
螂
漁
農
読
搾
か
多
く
イ
奴
琴
し
謝
り
《
ワ
人
湘
絹
洲
亦
雲
玲
孤
可
翼
イ
墨
弧
竺

一
、
仙
脆
脈
か
卯
“
↑
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３

条

一

甫

挫
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一

凋

才
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旛
蝉
必
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工
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Ｊ
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潅
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朧
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誕
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幻
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と

菱

の

者

４
Ｗ
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例
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玲
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！
と
許
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祠
靭
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島
ｊ
そ

~
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表
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廓
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二
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二
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一

一
一
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冷
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澪
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總
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み
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幼
／
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＝

皇
一一一一一一 一

村
々
淫
可
植
・
季
冬
由
、
御
触
方
有
り
・
量
矢
部
に
て
糸
採
銅
織
等
い
た
し
侯
始
上

嶋
氏
ハ
録
一
二
白
石
程
、
二
士
衆
、
隠
居
也
。
其
後
矢
・
部
忠
兵
衛
、
濱
可
よ
り
☆
両
‐

訂
雲
宵
警
呼
甫
零
警
』
一
を
己
今
宅
二
遣
し
壷
、
絹
ヲ
レ
織
一
券
を
稽
古
さ
せ
ら
菰
＃

夫
よ
り
養
蚕
糸
採
大
二
帯
昌
せ
し
事
な
り
・

一
同
年
八
月
、
万
屋
作
平
・
金
屋
政
平
、
無
言
之
直
触
臺
被
仲
付
・

一
同
年
春
方
の
比
な
り
し
、
畑
川
新
橋
か
、
り
渡
し
初
之
賀
儀
有
し
禄
・

比
橋
掛
ら
次
し
事
ハ
、
矢
部
公
豊
兼
て
お
も
へ
ら
く
、
畑
川
ハ
石
飛
に
て
、
今
蜂

橋
無
之
処
と
い
へ
と
も
、
日
向
往
還
筋
に
て
諸
人
往
来
不
絶
所
也
。
然
に

夏
ハ
五
月
雨
之
比
、
或
ハ
タ
・
ュ
等
有
時
ハ
、
俄
に
水
溢
、
川
水
漕
釜
す
る
時
ハ
、

急
二
渡
事
な
ら
す
し
て
譜
人
之
往
来
甚
難
渋
に
及
へ
り
。
冬
ハ
飛
宏

氷
り
て
童
彙
婦
、
失
言
人
之
族
、
渡
之
に
煩
を
な
せ
り
。
何
と
そ

“

〃

《

』

毎
ゴ

同
年
十
月
十

宝
暦
十
三
年

同 同
年
七
月
、
問
部
市
太
郎
釜
雪
御
中
小
姓
枝
仲
付
。
同
月
富
日
新
次
郎

一
領
壱
疋
被
仲
．
付
。
四
人
扶
持
拝
領
・

同
年
四
月
十
九
日
、
男
成
社
為
立
願
、
岩
男
嘉
右
衛
門
社
参
。

同
年
八
月
廿
五
日
罰
リ
邦
君
御
武
運
長
久
之
御
祈
祷
、
二
一
日
二
一
夜
於

小
一
領
詮
。
公
豊
依
命
、
男
成
伊
予
執
行
之
・

同
年
春
、
志
賀
小
左
衛
門
隠
居
。
嶋
己
今
①
来
、
当
地
諮
矢
部
氏
宅
、
濱
吋
之

娘
子
共
集
〆
養
蚕
糸
採
之
法
を
教
さ
せ
ら
る
。
且
又
、
為
養
蚕
桑
木

五

十

二

同同

年十年

十二十

月年二

十五月

一月八

日廿日

、二 、

右日 男

為 、成

願小社

解一為
、頓願

岩社解

男為 、
嘉五椋

右豪梨

衛成角
門就兵

社立衛

参願社
。 、参

~1 ◎

木

村

弁

蔵

社

参

一一一

踊
凡
物
之
上
、
・
武
藤
助
左
衛
門
発
句
に

撰
果
の
子
供
の
親
の
踊
り
か
な

赤
星
元
周
、
傍
に
在
り
で
不
車
敢

差

の

山

塔

の

菊

も

菊

の

香

御
郡
代
祭
礼
御
社
参
之
節
ハ
、
男
成
伊
孫
、
神
酒
を
持
参
し
て

桟
敷
二
お
い
て
猫
し
之
、
神
酒
頂
戴
無
之
内
ハ
桟
敷
・
》
尋
食
物
不
裁
召
上
・

同
年
十
一
月
、
為
御
願
解
、
椋
梨
角
兵
衛
、
男
成
私
・
小
一
領
社
社
参
・

宝
暦
九
年
巳
〃
閏
七
月
廿
一
日
、
下
冒
善
右
衛
門
・
富
田
弥
吉
、
一
噸

壱
疋
・
｜
枝
仲
付
。
同
日
、
万
屋
弥
乎
次
・
高
屋
徳
次
・
備
前
屋
与
右
衛
門

祭
苗
之
直
触
↓
｜
枝
仲
付
。
衰
哀
菱
、
惑
寡
誉
」
裏
算
逗
。

宝
暦
九
年
六
月
八
日
よ
り
鈴
小
一
領
詮
、
矢
部
忠
兵
衛
自
勘

（
上
糊
に
）
乙
卯
貴
宅
画
へ
毒
鑿
・
土
謹
、
童
堂
爾
装
．

五

十

一

に
て
男
成
伊
孫
に
命
し
て

大
守
様
御
武
運
長
久
之
御
祈
祷
、
二
一
日
二
一
夜
今
執
行
。

同
年
十
一
月
六
日
、
為
御
願
解
、
椋
梨
角
兵
衛
、
男
成
診
・
小
一
領
詮
墨

詮
参
あ
り
。

同
年
紙
二
月
廿
七
日
、
去
年
卯
男
成
詮
為
願
解
、
武
蕊
助
左
衛
門
社
参
・
宝
暦

八
年
、
矢
部
・
中
偽
一
手
永
と
成
り
（
二
〕
よ
り
、
男
成
巷
・
小
一
領
抵
一
年
越
・
｜

交
々
社
参
あ
り
。

同
年
二
一
月
十
七
日
、
椋
梨
角
兵
衛
、
三
穀
成
挑
為
御
願
、
小
一
領
社
・
》
社
参
・

同
十
一
年
二
一
月
十
七
日
、
小
一
価
社
、
為
願
解
、
武
藻
助
左
衛
門
社
参
・

同
年
九
月
十
一
日
、
男
成
社
・
｛
椋
梨
角
兵
衛
社
参
・
送
当
琴
御

祈
祷
之
節
、
依
御
穏
便
、
斡
参
祭
之
故
、
然
り
。
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